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点都大学男女共圃参画椎進センター
(je碕 r'Equa{ityPromot~ 戸

・Women and W i .sh・7ォーラム 1
男セ共同参画推進センターのサービスを利用して

2015年 1月26日（月）、芝蘭会館別館研修室 2にe、
"Women and Wish"フォーラム第 1回「男女共同参画推

進センターのサービスを利用し（」を開催しました。

司会は、山末英嗣男

女共同参画推進センター

広報相談社会連携WG主

査ぐ、センターがこれま

ぐ8回にわたっ（開催

し（きた「シリーズ私

の仕事とキャリアデザイ

ン」シンポジウムの読明

と、今回が第 1回となる

「シリーズ "Womenand 

Wish"フォーラム」の紹

介があリました。

／、

他人から情報を得る必要性が

小さくなったことが、少なか

らず、影響し Cいると考えら

れます。常に携帯電話が ON

の状態ぐ、ネット上ぐ他人と

繋がっ Cいる状況なのぐ、何

かを知りたいときにも、交流

サイトに投稿すれば、瞬時に

回答が返つ Cきます。情報を

得る手段とし e、インター

ネットを、うまく利用する一

方、人に会い、人と会話し

c情報を得ることもいとわず、自分ぐ考え、自分ぐ何か

を決め Cいく力を身につけ C欲しいという思いが、 Wild

and Wiseに込められ Cいます。

② International and Innovation 

国際化が急速に進む社会の中ぐ、柔軟な発想をもっ c
活動ぐきる力を身につけ、世界各国の人との会話を通し

C、様々なイノベーションを起こし C欲しいとの説明が

ありました。

③ Natural and Noble 

京都大学は、吉田山のふもとにあり、哲学の道など、

豊かな自然に囲まれ Cいます。この自然を尊び、自然か

ら学ぶという京都大学の伝統を受け継いぐいっ c欲しい

と話されました。

④ Diversity and Dynamic 

グローバル社会ぐの多様性を認め合い、多様な学問を

多様な手法ぐ学ぶ姿勢を養つ C欲しいとの説明があリま

した。

⑤ Originality and Optimism 

失敗は、全 Cの基礎と考え、失敗を糧に努力し Cいく

力を養い、京都大学が誇る精神ぐある独創性を育み続け

続い C、稲葉カヨ理事 ・副

学長より、開会挨拶がありま

した。山極総長をお迎えし、

これまぐ男女共同参画推進セ

ンター Cl日女性研究者支援セ

ンター）が実施し（きた、各

種事業の利用者や会場参加者

の声を直接聞き、今後の大学

の取り組みを検討し（いく会

にしたいと話されました。

そし（、京都大学第 26代

総長に就任された、山極壽

ー先生より、「WINDOW構想

"Women and Wish"」の講演がありました。 WINDOW構

想は、総長に就任するにあたっ（の所信表明とし e、発

表されたものぐ、山極総長の大学への思いがこめられ（

います。

この構想は、大学の主体は「学生」であるという信念

に基づい（います。大学とは、学生が社会に羽ばたき、

活躍するための能力を養うところぐあり、学生にとっ e、
社会へ通じる「窓」ぐす。学生がその「窓」を自分のカ

ぐ、押し開け（、出（いけるように、そっと背中を押し

（あげるのが、大学教員に必要な姿勢ぐあると、山極先

生は考え（おられます。その「窓」にちなんぐ、 6つの

活動指針の頭文字をとった WINDOWという標語につい

（、説明がありました。

① Wild and Wise 

近年は、留学したいという学生が減少する一方、精神

的な悩みを持つ学生が増加する傾向にあります。これに

は、 1T技術の進化によっ e、他人に会い、会話を通し（
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c欲しいと話されました。

⑥ Women and Wish 

まず、京都大学は、国の政策に沿つ e、稲葉理事を中

心に、男女共同参画推進を実施し Cいるとの説明があり

ました。 2014年 1月 22日世界経済フォーラム年次総

会（ダボス会論）に C、安倍総理が、日本は女性に希望

を与える社会の実現をめざし、 2020年まぐに指導的地

位ぐ女性の占める割合を 30%とするという目標設定を

公表したことに触れられました。また、 9月 25日には、

総理が国連総会ぐ、女性の社会参加を加速させる、女性

の活躍促進のための環境整備を演説の中ぐ話されたこと

が紹介されました。

そし e、国策とし e、男女共同参画が強調される理由

とし e、複数の調査結果を提示されました。各国の男女

格差を示す指標ぐある、 GGI(ジェンダーギャップ指数）

ぐは、日本は、平成26年度は、 142か国中 104位ぐした。

前年の平成 25年度は、 136カ国中 105位ぐ、母数が異

なるものの、誇れる数値ぐはあリません。近年、日本は、

出産 ・育児時期の女性の従業率が低くなる、年齢階層別

就業率のグラフぐのM字曲線の、 Mの落ち込みが小さく

なっ cきたと言われますが、詳細を見ると、高学歴の女

性ぐは、出産育児時期に就業し Cいない件数が多くなっ

Cいます。

ぐは、職業別に指導的 ・管理的役割を担つ Cいる女性

の割合を見ると、最も高いのは、薬剤師の 66.5%ぐ、国

の審議会委員数、国家公務員の採用者数がこれに続きま

す。国策とし e、女性の登用が進められ Cいることがわ

かります。20%以上の職業は、検察官、裁判官、弁護士等々

ぐす。都道府県庁の課長職級以上となると、6.8%と低く、

民間企業ぐは、さらに低くなります。大学の事務職員は、

18%ぐ、日本では、比較的、女性の登用が進んぐいる職

種ぐはありますが、国際標準と比較すると、まだまだと

いうところぐす。

6歳未満児のいる家庭ぐの、男性の家事 ・育児時間に

つい（の調査結果ぐは、スウェーデンが最も高く、 3.5

時間／日、日本は、 1.07時間／日と、男性の家事 ・育児

参加が遅れ（いることがわかります。これらも、女性の

指導的 ・管理的地位への進出の妨げになっ（いると考え

られます。

次に、教育 ・研究機関の調査結果が紹介されました。

日本ぐは、学部学生に占める女子の割合は、家政学部が

最も高く 90%、芸術系が 70%、人文 ・科学系が 36%、

教育と保健が 59%ぐす。最も低いのは、工学部ぐ 13%

ぐす。教員ぐも、家政学部ぐ女性割合が高いのぐすが、

それぐも、教授職ぐは 64%ぐす。工学部は、やはり女

性割合が低く、教授職ぐは 1.9%、理学部も二番目に低

く、教授職は 5%ぐす。 2014年 5月の国際比較ぐは、

日本の女性教員割合は、 14.4%、最も高いのは、英国の

38.8%ぐす。この 14.4%の女性教員比率を、上げ（いく

ことが、日本の緊急課題ぐす。

山極先生は、国立大学協会男女共同参画委員会の委

員長にも就任されました。この委員会ぐは、 2011年 2

月にアクションプランを策定し、国立大学の女性教員

比率を 20%以上に引き上げることを目指し（おり、少

なくとも 2015年まぐに 17%以上（各大学におい (1年

ごとに 1%以上）に引き上げることを達成目標とし（設

定し（います。現在、国立大学 86大学中、 29大学が

17%以上の目標値を達成し（います。あと 1年、この目

標達成のために、様々な具体的な取り組みを実施し（い

く予定ぐあるとのことぐす。

女性教員の予備軍ぐある、女子学生数を見ると学部卒

業生ぐは、女性比率が 37.1%、修士卒業生ぐは 25.5%、

博士卒業生ぐは 27.8%、専門職大学院卒業生ぐは 28.0%

ぐす。潜在的人口はあるのぐ、積極的に教員採用し（い

くことぐ、比率は上がると、先生は考え Cおられます。

それぐは、大学の意思決定過程における女性比率はど

うぐしょうか。学長の女性比率は、 3.5%、理事は 1.8%、

副学長は 9.8%、学長補佐は 9.3%、外部理事ぐは 12.8%

ぐす。京都大学は、稲葉理事が在籍し（おられるのぐ、

比率では、良いほうとなっ（います。

90の国立大学法人等を見ると、全体の女性比率は8.5%
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ぐすが、事務局長ぐ0%、部長級ぐ0.8%、課長級ぐ0.5%、
役員ぐ 3.0%ぐす。文部科学省系の独立法人ぐは、 72法

人中、女性役員、管理職ともに 0の法人が5つあリます。

国大協ぐは、一法人につき、役員に女性 1名以上、管理

職の 13%以上を女性にするという目標を設定し（いる

そうぐす。

もちろん、数値目標の設定のみぐ実現ぐきるものぐは

ないことを、山極先生は認識し（おられ、本日のフォー

ラムぐ、直に女性研究者の声を聞き、ワークライフバラ

ンスを考え、今後の事業を検討し（いきたいと話されま

した。

総長の講演に続い（、男女共同参画推進センターの

サービス利用者を代表し e、3人の女性研究者に発表を

し（いただきました。

最初に、楯谷智子白眉センター／ウィルス研究所特

定助教に、お話をいただきました。楯谷先生は、自称「セ

ンター事業のヘビーユーザ」ぐ、病児保育室、待機乳児

保育室、研究 ・実験補助者雇用制度の利用経験をお持ち

ぐす。今日も、第2子が、病児保育室を利用中とのこと

ぐ、今朝のスケジュールをご紹介いただきました。

朝8時に病児保育室に電話し利用予約→8時30分事

前診察→病児保育室に子どもを預け、会計を済ませる→

9時 15分職場ぐ着席、と大変スピーディーに進んだと

のことぐ、京大病院をはじめ、関係機関が様々な便宜を

図っ（くれ（いることを感じたと話されました。子ども

は、病児保育室を気に入っ Cいるのぐ、病児保育室の稼

働率が低いのならば、小学校 3年生まぐという上限を小

学校6年生まぐにすることがぐきないかと捉案を頂きま

した。

待機保育の利用に際し（も、大学からの補助額の大き

さを実感したそうぐす。ただ、送迎時に自家用車を利用

し（いたところ、駐車違反切符を切られた経験をお持ち

とのことぐ、利用者に注意を呼びかけられました。

次に、小山真紀工学研究科 ・医学研究科安寧の都市

ユニット特定准教授より、発表し（いただきました。

小山先生は、自称「おむかえ保育のヘビーユーザ」ぐ

す。パートナーが名古屋在住のため、東京出張をおむか

え保育の利用ぐ乗り切つ（こられました。しかし、第 1

子が小学校4年生となった今年度は、小学校2年生の第

2子のみを保育し（もらうという選択は現実的ぐはない

のぐ、利用し（おられません。小学校 3年生まぐの利用

資格の延長を検討し（欲しいと話されました。

5年前の着任時のことにも触れ、採用決定前に保育園

探しが始まったが、どうやっ（情報を入手したらよいか

見当がつかず、苦慮したそうぐす。保育園の春休み対

応など、当時の女性研究者支援センターにも電話相談を

し、 Webサイトに掲載し（いる情報を提供し（もらっ

たが、センターの運用とし（、コンサルティング的な要

素があれば、もっと良いと感じたそうぐす。

5年間の京大ぐの研究生活、育児環境整備の工夫をし

（きた経験から、様々な制度を調べ（使っ（いくスキ）レ

の必要性を実感したとのことぐす。これら実体験に基づ

いた情報を共有し、活用し（いくことの重要性を強調さ

れました。

続い（、内田由紀子こころの未来研究センター特定

准教授より、発表し（いただきました。現在 5歳になる

子の出産時には、東京在住のパートナーが、 1年間の育

児休業を取得し（、京都ぐ家事 ・育児を全面的に担当ざ

れたそうぐす。内田先生は、大学ぐの研究を続けるため

に、研究 ・実験補助者雇用制度を利用されました。研究

費は、研究代表者が産休や育休を取得すると、その分、

期問延長されますが、休業中は予算執行ぐきません。こ

れは、グループぐ研究を行う研究者にとっ（、非情に困っ

たことなのぐすが、補助者雇用制度の利用により、休業

中に RAや研究協力者への謝金を払うことがぐき、研究

をつづけ（こられたと話されました。
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芝蘭会館別館にて

内田先生は、男女共同参画の実現には、男性の働き方

が変わることが必要ぐ、男性が率先し（、育児休業、介

護休業、時短勤務を取得ぐきる環境の整備が必要ぐある

と考え（おられます。会識は定時内ぐ終了するような取

り組みや、こうなりたいと思えるような女性リーダの出

現を、京大ぐ実現し（欲しいと話されました。

休憩後、発表者、フロアーの他の利用者やセンターの

関係者を交え、押JII文子先生がモデレータを行い、女

性研究者支援に必要とされるものを含め、今後の男女共

同参画社会のあり方につい Cの意見交換を行いました。

はじめに、センター関係者の自己紹介を行いました。

犬塚典子男女共同参画推進センター特定教授、足立壮

ー病児保育事業WG主査、山肩洋子育児 ・介護支援事

業WG主査、伊藤公雄男女共同参画推進本部支援室長、

押川文子就労支援事業WG主査の順に、簡単な事業紹

介を行いました。

まず、会場の参加者から、山極先生が、なぜ、女性研

究者を増やしたいと考え（いるのか、なぜ、数が増えた

らいいと思っ（いるのか、総長自身のお考えを聞かせ(

欲しいとの質問がありました。国立大学法人だからと

言っ e、政府の言うことを聞く必要は無いだろうし、研

究者とし C能力の低い者まぐ、女性だからと言つ（増や

す必要は無いのぐはないか、という意見もありました。

これに対し、山極総長は、国大協ぐも、女性比率をどこ

まぐ上げたらいいのかという謡論はあったが、やはり、

数値目標は必要だろうという結論に達したとの説明があ

りました。今日のフォーラムぐも、私（山極先生）は、

政策や数値目標などを話したが、 3人の女性研究者の発

表は、全（実例ぐあった。この乖離が、女性研究者支援

制度の現状を象徴し Cいると話されました。そし e、山

極先生の研究分野ぐある人類学の例を上げ、男性研究者

だけぐ研究を進め Cいた時は、オスの側からの進化、性

淘汰の研究が行われ（来ましたが、女子学生が研究に入

ることぐ、男子学生の研究テーマも変わっとき（、研究

の幅が拡がったことが紹介されました。先生は、男女と

~ -

もに研究に携わることが、すべ Cの学問分野の研究を進

める上ぐ必要だとお考えぐす。国大協という組織ぐ男女

共同参画を進める場合は、また違った視点が必要ぐ、数

値目標を設定したが、このフォーラムぐは、京大が、ど

のように女性研究者支援を行っ Cいくべきかを知リたい

と思つ Cいることを話されました。

ここぐ、モデレータの提案により、女性研究者が感じ

（いる「壁」のイメージを具体化し、共有しようという

ことになりました。壁の 1つは、男女共同参画の必要性

の認識につい C、執行部と事務職員、事務職員と研究者

との連携がうまく作用し Cいないことぐはないかという

意見がありました。例とし C、研究者が、子ども連れぐ、

海外びのフィールドワークを実施しようとしたところ、

事務の理解を得るために多くの時間を要したということ

が報告されました。男女ともに、育児や介護の主担当が

女性ぐある、と思っ Cいる心の壁につい Cの指摘もあり

ました。子どもが熱を出し（保育園に早く迎えに行かな

ければならない状況になった時などに、男性教瞳員にも

「早く帰ったらどうぐすか？」と声をかけられる状況に

なればいいという意見も出ました。育児期の女性は、仕

事を続けることに精一杯ぐ、研究実績が上がりにくいの

ぐ、採用にあたっ（は、それを考慮し、今後の伸びしろ

を見c欲しいという意見もあリました。

山極先生は、まず、事務職員は、法律、規則、前例に則つ

（仕事を進める義務があることを、研究者に認識し Cも

らいたいと話されました。そし e、先生の研究室の女性

研究者が子ども連れぐJICA勤務をしたことなどに触れ、

実際にやっ cみC、大丈夫だとわかれば周りが受け入れ

cくれ、協力もし Cくれることを紹介されました。

これらを受け、子ども連れの出張、子ども、パートナー

同伴の海外出張など、パイオニアが実践した成功例、積

重ねた工夫などの情報を共有することが、男女共同参画

の実践に役立つことが確認されました。最後に、各WG

の主査の先生および伊藤公雄先生からの報告をもっ e、
フオーラムのまとめを行いました。 （支援室）
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